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巻　　頭　　言
“組織が輝いているためには”
　暫く前に日本経済新聞に連載されていた「200年企業」を興味深く読んだことを思い出す。企業
には社齢なるものがあり、年を重ねると祖業であげる利益が次第に減少し、手を拱いていればやが
て破綻に至るという。ゴーイング・コンサーンとして200年以上続くためには名は同じでも態を変
えつつ社会から歓迎されるサーヴィスやグッズを提供し続けることが必須なのであろう。
　このことは国や自治体のみならず、大学や当学会にあっても避けて通れない問題であると思われ
る。時代の節目に当たって、次なる未来に対して当学会の果たすべき役割を探ってみたい。その役
割に応えてこそ輝ける組織といえるからである。
　激動の昭和があり、激震の平成がゆき、令和が来たわけであるが、これから到来するであろう社
会は益々進展、発展し、様々なビジネス・チャンスを提供しつつも、他方で今までに遭遇したこと
もないような社会的諸課題を私たちに突きつけてくるであろう。もとより未来社会の予測について
門外漢たる私には今後の社会は皆目見当がつかないが、それでも２、３思い当たることをあげれ
ば、以下の如くである。
１．外国人労働者の受け入れ拡大
　わが国では労働力確保のために事実上の移民を積極的に受け入れていく政策が始まったが、彼ら
にとって日本は魅力的な移住先といえるのであろうか。又、単なる労働力不足の補充のみならず、
人口を増やし、高齢者を抑え、足りない分野の人材を確保するための適切なる受け入れ方法は整っ
ているのであろうか。
　移民政策は試行錯誤を繰り返しつつ実行されるものと思われるが、大量の移民流入ということに
なり、その多くが海外生まれであったり、親のどちらかが海外生まれという移民二世が増加すれば
文化摩擦、宗教摩擦も生じるであろう。
　日本語を話せない移民も増えるであろうし、世界の大多数を占める一神教の宗教観が持ち込ま
れれば、日本型の自由や世俗主義はこれまでにない挑戦や試練を受けることになるであろう。食文
化、生活文化の違いからくる軋轢が生まれるかもしれない。日本人と移民（外国人労働者）が共存
するために知恵を尽くす必要があろう。
２．AI時代とどう向き合うか
　大きな視点で見れば日本の社会や産業にAIを根付かせていく新しい取り組みが既に始まってい
る。それによって無くなる仕事もあるであろうし、新しい仕事や役割も生まれるであろう。
　人間がしなくても済む業務からAIシフトが進み（もっとも俳句や短歌のような創造的なことも
出来るとすれば俳人、歌人も不要となるのかもしれない？）、AIでは代替できない部分は残るのか
もしれない（法の策定や制度の見直しは人間の仕事か？）。
　日本でも過去にはエネルギー革命を経験し、ITの普及により、人々の働き方は変わった。令和
を生きる私たちはどんな社会を実現し、その中でどんな責任を果たしたいのか皆で大いに議論する
（ i ）
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必要があろう。
３．自動車産業に与える影響
　自動車産業も新たな問題に直面しており、100年に１度の大改革が起きようとしている。キー
ワードは CASE（Connected, Autonomous, Sharing, Electric）である。自動運転の実現は周辺産業
にも影響を及ぼし、バス・タクシーの無人化を早めると言われている。自動運転の実用化・シェア
リング・電動化等は過疎地での移動手段の確保、都市や地域の生活環境悪化の防止に資するかもし
れない。これに伴い、新たな市場が形成される共に、他方で法整備等も必要となってくると思われ
る。
　「空飛ぶクルマ」についても、わが国にあっては既に成長戦略の一つとして取り上げられ、2023
年の実用化を目指したロード・アップが公表されている。その意味するところは、幾つかあるが、
経済産業省は、「電動かつ垂直離着陸（eVTOL=electric vertical takeoff and landing）のもの」と
定義している。ドローンでよく用いられるもので、この定義では地上を走れなくてもよい。実現す
れば世界を変えるだけのインパクトがあり、そのメリットは大きいと思われる。大都市内交通、医
療、観光、災害救助、地方都市間交通、離島・僻地交通、レジャー等に適用され、ヘリコプターと
比較すれば狭い場所に降りることが出来、購入・運用コストも抑えることができるのである。盆暮
の里帰り、Uターンラッシュも解消されるかもしれない。但し、プライバシーの保護（上空から実
生活を覗かれたくない）、騒音問題、交通規制、安全性の確保を高める、法規制等クリアーしなけ
ればならない点は残る。
４．働き方改革
　日本的雇用慣行の歪み拡大是正の為にも、少子化促進を止める為にも、男性を含めた働き方の見
直しが必要となるであろう。改革は徐々に社会に浸透していくであろうが、男性が家庭で過ごす時
間を持ち、女性が働きやすくなるには未だ時日を要するもかもしれない。正社員と非正社員の格差
縮小もどの程度実現するのか。何れにしても社会は変わっていくであろう。
　depressionとbacklashの平成の30年が過ぎ、可能性と危うさが同居するネット言論が勃興して
いる令和は様々な社会問題を積み残したまま、平成生まれが社会を担い、失敗と成功を繰り返しな
がら成長していくしかないのであろう。
　当学会も、近年、従来の「個別研究発表の場」に加え「学際的研究発表の場」を設けたが、改革
途上の問題も多くある。大学の持つアカデミックな知の発信機関として、brain stormingの場とし
て、まだまだやりようがあるような気もする。幸いにも当学会のメンバーは専修に縁のある学外研
究者で、他大学等で「専修」の看板を背負いながら、常に他流試合をし鍛えられた兵どもである。
予測困難な時代にあっても、学会の果たすべき役割、使命等について大いに議論し、意見交換を
し、不断の改革を怠らぬものと信じている。
　いつまでも輝いていられる組織であることを祈って筆を置くこととする。
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